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米

国
議
会
図
書
館
ア
ジ
ア
部
日
本
課
蔵
『
源
氏
物
語
』
の
調
査
概
要

伊
藤
鉄
也
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

－

原
本
調
査

o
調
査
目
　
（
一
回
目
）
1
1
0
1
O
年
一
月
二
五
日
（
月
）
～
二
七
日
（
水
）

　
　
　
　
　
（
二
回
目
）
1
1
0
　
1
　
1
年
l
月
二
四
目
（
月
）
～
二
五
日
（
火
）

o
調
査

メ
ン
バ
ー
　
豊
島
秀
範
（
國
學
院
大
學
）

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
鉄
也

（国
文
学
研
究
資
料
館
）

　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
達
哉
（
国
立
国
語
研
究
所
↓
専
修
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　

高
田
智
和
八
国
立
国
語
研
究
所
）

　
　
　
　
　
　
　

菅
原
郁
子
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

　
　
　
　
　
　
　

神

田
久
義
（
國
學
院
大
學
）

－
書
誌
概
要

o
全
五
十
四
冊

0
装
丁
　
列
帖
装
（
虫
少
々
、
塗
り
箱
入
り
）

o
題
答
　
柿
渋
色

o
寸
法
　
約
二
十
五
セ
ン
チ
×
十
七
セ
ン
チ

o
用
紙
　
鳥
の
子

o
表
紙

o
題
簸

o
本
文

濃
青
色
（
後
補
に
よ
る
改
装
か
）

極
め

　
五
辻
諸

仲
（
一
四
八
七
⊥
五
四
〇
）
筆

外
題
　
三
条
西
実
隆
　
古
筆
了
仲
極
め
札
（
正
徳
元
年
五
月
下
旬
）

今
後
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
検
討
が
加
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
今
は
、

伊
藤
の
分
別
試
案
〈
乙
類
〉
と
す
る
。
従
来
の
〈
別
本
群
〉
に
近
い
も

の

で
あ
る
。

－

調
査
報
告

（
1
）
和
歌
の
四
字
下
げ
二
行
書
き
の
存
在

　
第
二
句
と
第
三
句
、
第
四
句
と
第
五
句
な
ど
が
、
割
り
注
の
よ
う
に
二
行
書
き

と
な
っ
て
い
て
、
一
見
散
ら
し
書
き
風
の
例
が
あ
る
。
（
非
常
に
め
ず
ら
し
い
例
。

従
来
知

ら
れ
て
い
な
い
装
飾
的
な
書
き
方
。
書
写
行
数
の
調
整
か
）

［第
二
十
四
巻
「
胡
蝶
」
の
例
］

こ
て
ふ
に
も
　
さ
そ
は
れ
　
　
こ
s
ろ
　
　
や
へ
や
ま
　
　
へ
た
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ま
し
　
　
あ
り
て
　
　
　
ふ
き
を
　
　
さ
り
せ
は

v
”
“



　
割

り
注
の
よ
う
に
散
ら
し
て
和
歌
が
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
十
三
巻
。

　
　
　
1
2
須
磨
・
ド
ω
明
石
・
匡
濡
標
・
》
。
O
f
f
w
w
　
・
　
2
2
玉
量
・
ト
。
《
胡
蝶
・
ト
。
O
蛍
・

　
　
　
2
8
野
分
・
N
Φ
行
幸
・
±
竹
河
・
富
橋
姫
・
巴
浮
舟
・
　
5
2
蜻
蛉

　
議
会

図
書
館
本
『
源
氏
物
語
』
の
全
五
十
四
巻
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
書
式

で
和
歌
が
書
か
れ
て

い

る
の
で
は
な
い
。
同
じ
巻
に
、
こ
の
散
ら
し
書
き
と
、
一
行

か
ら
二
行
に
わ
た
る
普
通
の
書
き
方
が
混
在
し
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
の
一
見
散
ら
し
書
き
風
に
和
歌
を
書
写
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
検
討
に

ま
ち
た
い
。
現
段
階
で
は
、
以
下
の
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

・

こ

の

散
ら
し
書
き
は
、
行
の
節
約
で
は
な
く
、
和
歌
と
い
う
性
質
に
よ
る
も
の
。

．
非
常
に
単
純
な
散
ら
し
書
き
で
あ
り
、
装
飾
的
な
も
の
か
。

・

料
紙
の
節
約
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
装
飾
的
な
も
の
で
、
美
意
識
に
よ
る
も
の
。

・

伊
勢
物
語
に
も
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

・

御
伽
草
紙
な
ど
で
も
、
本
文
の
途
中
で
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。

．

巻
末
の
書
写
で

は
、
散
文
で
も
数
行
に
わ
た
っ
て
書
写
す
る
こ
と
が
あ
る
。

・

鎌
倉
の
写
本
で
は
例
が
な
い
。
室
町
宋
と
か
江
戸
初
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

・

奈
良
絵
本
で
は
室
町
末
の
も
の
も
江
戸
期
の
も
の
で
も
こ
の
書
き
方
は
あ
る
。

．

源
氏
物
語
写
本
の
中
で
は
見
あ
た
ら
な
い
。

（
2
）
書
写
行
数
が
一
定
し
な
い

　
議
会

図
書
館
本
『
源
氏
物
語
』
は
、
だ
い
た
い
十
行
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
「
帯
木
」
巻
に
は
、
八
行
で
書
か
れ
た
丁
、
九
行
で
書
か
れ
た
丁
、
十
行
で
書

か
れ
た

丁

と
、
一
頁
に
書
か
れ
る
行
数
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
。
ま
た
、
「
桐
壼
」
巻

で
八

行

と
九
行
、
「
常
夏
」
巻
は
十
行
と
＋
l
行
、
「
横
笛
」
巻
は
十
行
と
＋
1
行
と

十
二
行
、
と
い
う
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
特
に
後
半
部
の
巻
々

に

は
、
こ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
普
通
は
、
せ
い
ぜ
い
1
～
二
行
程
度
の
差
で
あ

る
。
こ
の
本
の
例
は
、
非
常
に
め
ず
ら
し
い
o
　
（
書
写
枚
数
の
調
整
か
）

（
3
）
遊
紙
が
な
い
巻
が
多
い

　
議
会

図
書
館
本
『
源
氏
物
語
』
は
、
列
帖
装
の
本
の
最
後
の
括
り
の
最
後
の
紙
に

書
写

し
て
終
わ
っ
て
い
る
巻
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
最
終
丁
の
オ
モ
テ
か

ウ
ラ
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
頭
な
ど
に
遊
紙
が
な
い
の
も
特
徴
で
あ
’

る
。
改
装
に
よ
っ
て
紙
を
失
っ
て
い
る
訳
で
も
な
い
。
少
な
く
と
も
、
人
へ
の
献
呈

本
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
（
書
写
枚
数
の
調
整
か
）

（
4
）
表
紙
左
端
に
線
の
跡

　
表
紙
左
端

四
ミ
リ
の
位
置
に
、
縦
に
ヘ
ラ
で
押
し
つ
け
て
引
い
た
線
の
跡
が
、
全

巻
に

わ
た

っ

て
あ
る
。

　
古
い
冊
子
本
に
は
、
ま
れ
に
、
巻
子
本
の
押
さ
え
竹
（
一
番
端
に
取
り
付
け
て
あ

る
竹
で
、
捲
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
。
人
双
と
も
）
と
同
じ
も
の
を
持
つ
も
の

が

あ
る
。
尾
州
家
河
内
本
に
も
、
そ
の
跡
か
と
思
わ
れ
る
痕
跡
が
る
。
た
だ
し
、
そ

れ
は

か
な
り
時
代
が
遡
る
も
の
。
非
常
に
め
ず
ら
し
い
例
と
な
り
、
今
後
の
さ
ら
な

る
調
査
検
討
が
待
た
れ
る
。

（
5
）
見
返
し
右
端
に
糊
跡

　
全
巻
に

わ

た
っ
て
、
見
返
し
の
右
端
に
糊
の
跡
と
、
剥
が
さ
れ
た
和
紙
の
一
部
が

残
っ
て
い
る
。
改
装
さ
れ
た
跡
だ
と
思
わ
れ
る
。
補
修
前
の
原
表
紙
を
推
測
す
る
手

2



掛
か
り
と
な
る
。

（
6
）
傍
記
混
入
の
例

　
第
二
十
三
巻
「
初
音
」
巻
の
第
一
丁
ウ
ラ
九
行
目
に
、
「
御
か
た
／
＼
に
の
」
と

書
か
れ
て

い

る
。
こ
こ
は
、
物
語
本
文
に
「
タ
つ
方
、
御
方
々
の
参
座
し
た
ま
は
ん

と
て
、
」
と
あ
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
助
詞
の
「
に
」
か
「
の
」
の
い
ず
れ
か
が
傍
記

さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
が
、
本
行
に
傍
記
混
入
し
た
も
の
、
と
考

え
ら
れ
る
例
で
あ
る
。

　
現
在
、
麦
生
本
と
阿
里
莫
本
に
「
御
か
た
／
＼
へ
」
と
あ
ゐ
以
外
、
私
が
確
認
し

て

い

る
他
の
古
写
本
十
七
種
類
に
は
、
「
御
か
た
／
＼
の
」
と
あ
る
。
こ
の
議
会
図

書
館
本
の

よ
う
に
「
御
か
た
／
＼
に
の
」
と
い
う
文
は
、
初
め
て
の
例
と
な
る
。

　
お
そ

ら
く
、
「
御
か
た
／
＼
の
」
の
「
の
」
の
右
に
異
文
注
記
と
し
て
「
に
」
が

書
か
れ
て

お

り
、
そ
の
「
に
」
が
「
の
」
の
前
に
混
入
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、

議
会
図
書
館
が
伊
藤
の
分
別
試
案
〈
乙
類
〉
と
し
た
場
合
、
〈
乙
類
〉
の
傍
記
は
本

行
の

前
に
混
入
す
る
、
と
い
う
傾
向
の
実
際
例
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
そ
し
て
、

「
御
か
た

／
＼
に
」
と
い
う
異
文
が
存
在
し
た
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
確
認
で
き
る
も

の
と
な
る
。

（
7
）
本
書
の
書
写
者
に
は
文
節
意
識
が
あ
る

今
回
私
が

詳
細
に

調
査

し
た
「
初
音
」
巻
を
例
に
す
る
。

こ
の
巻
の
改
頁
箇
所
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

文
節
で
改
頁
　
十
二
例

　
　
単

語
で
改
頁

　
　
六
例

　
　
　
語
中
で
改
頁
　
　
一
例

　
頁

を
跨
る
書
写
に
お
い
て
、
切
れ
の
い
い
語
句
の
と
こ
ろ
で
書
き
終
え
て
頁
を
改

め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
書
写
者
に
、
無
意
識
な
が
ら
も
語
句
の
切
れ

目
に
関
す
る
認
識
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
文
「
古
写
本
に
お
け
る
書
写
者
の
心
理
を
読

む
」
　
（
豊
島
秀
範
氏
の
科
研
研
究
成
果
報
告
書
『
源
氏
物
語
本
文
の
再
検
討
と
新
提

言
　
第
3
号
』
1
1
0
1
O
年
三
月
）
を
参
照
願
い
た
い
。

（
8
）
丁
裏
に
文
字
の
転
写

　

「
初
音
」
巻
の
ウ
ラ
見
返
し
一
面
に
、
半
丁
九
行
分
の
文
章
が
写
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
丹
念
に
そ
の
紙
面
が
削
ら
れ
て
い
る
の
で
、
判
読
に
時
間
を
要
す
る
。

　
ま
た
、
そ
の
紙
の
裏
面
に
も
、
半
丁
九
行
分
の
文
章
が
微
か
に
判
読
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
が
、
ど
こ
の
巻
の
ど
の
部
分
な
の
か
、
ま
た
は
別
作
品
な
の
か
、
今
の
と

こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。
後
日
の
調
査
と
し
た
い
。

［
付
記
］

　
本
稿

は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
日
（
火
）
に
国
立
国
語
研
究
所
2
階
多
目
的
室

に

お

い
て

開
催
さ
れ
た
、
　
【
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
C
）
　
「
仮
名
写
本
に
よ
る

文
字
・
表
記
の
史
的
研
究
」
第
2
回
研
究
会
　
テ
ー
マ
‥
資
料
調
査
に
お
け
る
日
本

文
学
分
野
と
の
連
携
】
に
お
い
て
、
伊
藤
が
「
海
を
渡
っ
た
『
源
氏
物
語
』
た
ち
」

と
題
し
て
研
究
発
表
を
し
た
際
の
資
料
を
も
と
に
、
二
回
目
の
原
本
調
査
（
二
〇
一

一
年
一
月
二
四
日
～
二
五
日
）
の
結
果
を
加
え
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

3
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議会図書館本『源氏物語』の調査報告（2010／01／27版）

巻順 巻名 丁数 遊紙 括り 本文行数 和歌分書 書入 担当者
1 桐壼 25 前1 3 8．9 ○ 高田智和
2 帯木 42 前1 4 8910 ○ 高田智和
3 空蝉 10 前1 2 9 ○ 豊島秀範
4 夕顔 39 前1 3 9 ○ 豊島秀範
5 若紫 28 0 4 10 ○ 豊島秀範
6 末摘花 26 後1 3 9 × 豊島秀範
7 紅葉賀 20 後1 2 10 ○ 斎藤達哉
8 花宴 8 0 2 10 ○ 斎藤達哉
9 葵 32 0 3 10 × 斎藤達哉
10 賢木 36 0 3 10 ○ 斎藤達哉
11 花散里 6 前1，後1 2 10 × 斎藤達哉
12 須磨 30 0 3 10 ○ ○ 菅原郁子
13 明石 28 0 3 10 ○ ○ 菅原郁子
14 濡標 24 0 3’ 10 ○ ○ 菅原郁子
15 蓬生 16 0 2 10 ○ 菅原郁子
16 関屋 6 0 2 9 × 菅原郁子
17 絵合 14 0 2 10 × 菅原郁子
18 松風 16 0 2 10 × 神田久義
19 薄雲 22 0 3 10 ○ 神田久義
20 朝顔 14 0 2 10 ○ × 神田久義
21 少女 38 0 4 10 ○ 神田久義
22 玉髪 30 0 2 10 ○ ○ 神田久義
23 初音 10 0 2 10 ○ 伊藤鉄也
24 胡蝶 16 0 2 10 ○ × 伊藤鉄也
25 蛍 14 0 2 10 ○ × f藤鉄也
26 常夏 16 0 2　・　10，11 × 伊藤鉄也
27 篶火 5 後1 2 89 × イ藤鉄也
28 野分 14 0 2 10 ○ × 伊藤鉄也
29 行幸 20 0 3 10 ○ × 伊藤鉄也
30 藤袴 12 0 2 10 × 伊藤鉄也
31 真木柱 28 0 3 10 × 高田智和
32 梅枝 14 0 2 10 × 高田智和
33 藤裏葉 20 0 2 10 × 高田智和
34 若菜上 78 後1 4 9 ○ 菅原郁子
35 若菜下 72 0 4 9 ○ 菅原郁子
36 柏木 30 0 3 10 ○ 菅原郁子
37 横笛 12 0 2 10．1112 × 伊藤鉄也
38 鈴虫 14 0 2 910 × f藤鉄也
39 夕霧 46 0 3 10 ○ 伊藤鉄也
40 御法 14 0 2 9．10 ○ 伊藤鉄也
41 幻 16 0 2 8．10 × 高田智和
42 匂宮 10 0 2 10 × 高田智和
43 紅梅 10 0 2 10 ○ 高田智和
44 竹河 32 0 4 9，10．11 ○ × 斎藤達哉
45 橋姫 28 0 3 10 × 斎藤達哉
46 椎本 28 0 4 10 ○ × 斎藤達哉
47 総角 64 後1 3 9 ○ 斎藤達哉
48 早蕨 14 0 2 910 × 豊島秀範
49 宿木 60 0 4 910 × 豊島秀範
50 東屋 42 0 4 10．11 × 豊島秀範
51 浮舟 44 0 4 10 ○ ○ 豊島秀範
52 蜻蛉 36 0 3 10．11 ○ ○ 神田久義
53 手習 42 0 4 910 × 神田久義
54 夢浮橋 12 0 2 9．10 × 神田久義
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